
くらやみ祭｜府中

古
来
よ

り

捧
げ

ら

れ

て

き

た

伝
統
の

祭
り

を

体
感
す

る



昭
和
43（
１
９
６
８
）年
の
開
始
以
来
、三
鷹
の
夏

の
風
物
詩
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。市
内
外
か

ら
約
30
連
が
参
加
し
、熱
気
あ
ふ
れ
る
踊
り
を
披

露
す
る
。

三
鷹
阿
波
踊
り

８
月
第
３
週
土
・日
曜
／
J
R
三
鷹
駅
南
口
周
辺

７
月
中
旬
頃
／
J
R
福
生
駅
西
口
周
辺

三
鷹

伝
説
の
巨
人「
デ
エ
ダ
ラ
ボ
ッ
チ
」を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

山
車
が
練
り
歩
く
パ
レ
ー
ド
が
目
玉
。

村
山
デ
エ
ダ
ラ

ま
つ
り

11
月
／
イ
オ
ン
モ
ー
ル
む
さ
し
村
山

臨
時
駐
車
場

武
蔵
村
山

16
万
人
を
超
す
来
場
者
で
賑
わ
う

大
祭
。豪
華
絢
爛
な
山
車
に
よ
る
競

り
合
い
は
圧
巻
で
、２
日
目
は
12
基
の

山
車
が
青
梅
街
道
を
巡
行
す
る
。

　
　

青
梅
大
祭

５
月
２・３
日
／
J
R
青
梅
駅
周
辺

青
梅

「
関
東
三
大
酉
の
市
」の
一
つ
。開
運
招
福
・
商
売
繁
盛
の
縁
起
物

で
あ
る
熊
手
を
求
め
て
多
く
の
参
拝
者
が
訪
れ
る
。

1
January

2
February

3
March

4
April

5
May

6
June

7
July

8
August

9
September

10
October

11
November

かつて各地に神が鎮座していた時代の伝承は地域ごとに異なり、また信仰の対象となる神によっ
ても祀り方は多種多様。神輿を担いだり山車を引いたりと、さまざまな形があり、日本の祭りは各
地でその伝承に則り、独自の発展を遂げて現在に至っている。

邪
気
を
払
い
無
病
息
災
を
願
う
行
事
。袴
姿
の
年
男
や
芸
能
人
、

タ
レ
ン
ト
が
参
加
し
、福
豆
が
撒
か
れ
る
。

節
分
豆
撒
式
２
月
３
日
／
高
幡
不
動
尊

日
野

初
日
の
出
を
高
尾
山
頂
で
迎
え
る
行
事
。６
時
30
分
ご
ろ
か
ら
ご
来
光
を
拝
み
、

僧
侶
の
読
経
で
１
年
の
安
全
を
祈
願
す
る
。

迎
光
祭
１
月
１
日
／
高
尾
山
薬
王
院

八
王
子

「
日
本
三
大
だ
る
ま
市
」の
一つ
と
し
て
有
名
。境
内
に
は
約
３
０
０

店
の
露
店
が
並
び
、だ
る
ま
の
赤
一
色
で
埋
め
尽
く
さ
れ
る
。

だ
る
ま
市
３
月
３・４
日
／
深
大
寺

調
布

毎
年
約
70
万
人
の
人
出
で
賑
わ
う
活
気
あ
ふ
れ
る
祭
り
。５
月
５
日
、夕
闇
が
せ

ま
る
18
時
か
ら
神
輿
渡
御
が
行
わ
れ
る
。１
９
０
０
年
の
歴
史
を
誇
る
神
社
の

伝
統
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

く
ら
や
み
祭

府
中

４
月
30
日
〜
５
月
６
日
／
大
國
魂
神
社

武
蔵
御
嶽
神
社
の
春
の
例
大
祭
。本
祭
で

は
神
輿
を
中
心
と
し
た
行
列
が
約
３
０
０

段
の
急
な
石
段
を
上
り
、山
頂
に
あ
る
本

社
ま
で
渡
御
す
る
。

日
の
出
祭
５
月
７・８
日
／
武
蔵
御
嶽
神
社

青
梅

江
戸
時
代
か
ら
神
職
に
よ
り
舞
い
継
が

れ
た
太
々
神
楽
は
、神
様
に
ご
覧
い
た
だ

き
共
に
楽
し
む
最
高
の
参
拝
方
法
。毎

年
６
〜
11
月
、第
４
日
曜
に
は
夜
神
楽

で
一
般
に
公
開
す
る
。

６
月
・
10
月（
昼
神
楽
）／
武
蔵
御
嶽
神
社

太
々
神
楽

青
梅

８
月
第
１
金
・
土
・日
曜
／
甲
州
街
道
お
よ
び

西
放
射
線
ユ
ー
ロ
ー
ド
と
そ
の
周
辺

八
王
子
ま
つ
り

八
王
子

毎
年
40
万
人
以
上
の

来
場
者
で
賑
わ
う
夏

イ
ベ
ン
ト
。商
店
街
に

華
や
か
な
竹
飾
り
が

登
場
し
、約
１
０
０

店
の
市
民
模
擬
店
、

民
謡
パ
レ
ー
ド
、七
夕

織
姫
コ
ン
テ
ス
ト
な

ど
で
盛
り
上
が
る
。

福
生
七
夕
ま
つ
り

福
生

酉
の
市
11
月
の
酉
の
日
／
大
國
魂
神
社

府
中

12
December

� Links
「まつり」とは、神霊や祖先を慰め、感謝し、五穀豊穣や家内安全を祈願する“祀る”という行為が語源だ。

撮影：二元和朗

19
台
の
山
車
が
巡
行
し
、囃
子
を
競
い

合
う「
ぶ
っ
つ
け
」は
必
見
。民
踊
流
し

や
関
東
太
鼓
大
合
戦
な
ど
見
ど
こ
ろ

が
多
い
。

祭祭祭祭祭祀かつて各地に神が鎮座していた時代の伝承は地域ごとに異なり、また信仰の対象となる神によっ祀かつて各地に神が鎮座していた時代の伝承は地域ごとに異なり、また信仰の対象となる神によっても祀り方は多種多様。神輿を担いだり山車を引いたりと、さまざまな形があり、日本の祭りは各祀ても祀り方は多種多様。神輿を担いだり山車を引いたりと、さまざまな形があり、日本の祭りは各地でその伝承に則り、独自の発展を遂げて現在に至っている。祀地でその伝承に則り、独自の発展を遂げて現在に至っている。
第
１
金
・
土
・日
曜

祀
第
１
金
・
土
・日
曜
／

祀
／
甲
州
街
道
お
よ
び祀
甲
州
街
道
お
よ
び

西
放
射
線
ユ
ー
ロ
ー
ド
と
そ
の
周
辺

祀
西
放
射
線
ユ
ー
ロ
ー
ド
と
そ
の
周
辺

八
王
子
ま
つ
り祀
八
王
子
ま
つ
り祀「まつり」とは、神霊や祖先を慰め、感謝し、五穀豊穣や家内安全を祈願する“祀る”という行為が語源だ。祀「まつり」とは、神霊や祖先を慰め、感謝し、五穀豊穣や家内安全を祈願する“祀る”という行為が語源だ。

台
の
山
車
が
巡
行
し
、囃
子
を
競
い祀
台
の
山
車
が
巡
行
し
、囃
子
を
競
い

合
う「
ぶ
っ
つ
け
」は
必
見
。民
踊
流
し祀
合
う「
ぶ
っ
つ
け
」は
必
見
。民
踊
流
し

や
関
東
太
鼓
大
合
戦
な
ど
見
ど
こ
ろ祀
や
関
東
太
鼓
大
合
戦
な
ど
見
ど
こ
ろ


